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IR-4(マ イナー作効登録制度)と FQPAく 食品品質保登法)を 中いにして

講演サマリー米国の農薬規制と対応策

ミンガン州立大学教授 宮 崎 覚
サマリー作成 ,アリスタライフサイエンス株式会社

“ 慮 葉取り締まり親81の現状

すべての腰薬燃 軽 姫 庁rEP A_Mrenmta

向oに 住防 内ゃnα)お よび州政府に置無せねばならない

120に わたる健康 安 全および蝦境軍験をおこなわねほ

ならない (医粟品よりも顧験数は多い)化 学腹襲は開発期

間を入れて0鶴 には約9年 かかる

新騒薬登録衷用は2臨 6000万 ドル (注 |―剤あたり

20018円  研 究開発景 人件費を書む)と言われている

また新震薬登撮壊は 1713D‐ 15石 頼線の合成した

ものから慶葉として登録される確率のこと)である

|「4と 問題ある法律については 以 下の3法である

米国藤襲取締法 FFはい 苺 h● ‐ヨ‐tコ 抱

自輸 出0毎 ～ u

食締 賃保護法 的 PA(=ね OAN nO〔 ～um々 u

凛葉登録破箇浅 P向い f esCい蔦お mttmt詢

lα 6年 施行された食品品質保直法(白押 肉ではにリス

ク凄粟登録優先策が求められる ヒ トの優康への腹築リス

ク曜救おより F対象生物への農薬リスク霊滅 地 下水 出

表水 そ の他の環境資源への汚染司能性轄滅なとであり

これにより鶴台崎隊 Qttmへ の適府性拡大(注:IPMを 支

援する方向)が 図られることになった。

また洩策取締法下の 「ゼロリスクJIゼ ロ残留腹粟基準J

のデラニー (聞 aneの 祭項を 「無魯の妥当な確実性Jへ

変更(注 :発 がんリスクについての規定を変更)端 含

(毎取邦aO潟 よび察積 〈cummatr a)リ スク標準の設定

幼児および子供俣謹のため 10僣 安全にファクターを解

用することなどが盛り込まれている

結果として 1999年 8月 3日 までに約3200残 目

榎襲基準 (全体の 1/3)の 再評価という EPAの 目lB達成

はできた

新残留霞薬基準の設定にあたっては 綿 合的に暴露を評

価する ま たII通に島横作 (たとえばヨリンエステラーゼ

田雷剤なと)に よる東積効果やほ薬取露による幼児および

子供への感受性増加の有無 肉 力務かく乱物質などの肉カ

泌揺言への彰督を善慮して押価する

手快へのリスク半」断基準として 動 物駅醸喜性データの

科学的■l断を適用し以下の場合には,0悟 安全基準とする

幼児および子供への出産勧および出産後の経性 テータ不

足の嘱含

出産前およ』」産後の危険性力暖 慮される場合

残留霞葉基準は食品およじ欧州水 芝 管理製品 住 宅内

使用などの非食品輸台暴露のすべてを含めて安全性を削価

することとした 腹 築の許容リスクのレベルは展薬の対照

用■ (的  (巌六館□急性理性うによって代表される納含晏

題Ht定のための 「リスクカッカ 設定 〈注 :有機リン剤は

同じカップに入る)し  リ スクカップが印つ100%末 桶

なら新残留藤襲基準の設定が可能である

[PAは 既Fp・寝業を言めてすべての残圏寝薬基準および

免廊は 有 効成分および添力D勉を めて高評価している

2006年 末までに食品品質保顧法の安全基準に適台す

るよう再評価を行うことにしたが そ の際 達 性の高い駿

業の再評価を優先することとした

また宮日間におする最大残留限昇 (MRL Mttmum

Rttduo L m問 を毒慮しながら評価している

既存展壊は15年 間隔で葛評価することになっている。

1995年 4月 25日 以降に設定された EPA残 圏藤雲基

尊は過去の州凛築残留茎率に優先する こ れに対して 川|

政府は角llを申親することは出来る

2 1卜 4例 受命

1卜4の 使命は 地 畷43E展作胸 (マイす―作物)お よび

マイケー使用 (主要作舶に対するマイナー痛魯虫)の 為に

安全かつ持続的に効果的な癌雷虫害理解決策を提供するこ

とである

1降4は ラメリカでは 公的預金による唯―の研究プログ

ラムであって マ イナーl勅 およびマイす一使用を対愚と

した崎蘇資材 (いわゆる慶薬)の 登録健遺に財要なデータ

を作成する

対掌作物は 断 票類 果 実壊 ナ ッツ壊 ハ ーフ練 ス

パイス類 花 舟壕 育 菌報 道 圏B3係 芝 生関係 ク リス

マスツリー関係なとである

マイナー作胸とは 高 価値 に 作崎面積 (作付け面積 "

2万 ヘクタール以下)の 震に範である 米 国展葉生産の約

40パ ーセツトを占め 売 上高では400億 ドルにもな&

23の "‖では 寝 作効亮り上げの50パ ーセツト以上力ヽ

マイナー作物によって占められる (図 1参照)
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図1 米 国におけるマイナー作物の利培

倒電作効プログラムは 1963年 に設定され 地 域特産



換家に対し作殉晦除安桐提供の優れた歴史を持ち マ イナ
ー使用は 飼 用トウモロコン 太 豆 綿  米  蕪 林の主要

作効に対するマイナー言虫 ス ィートコーン ト マト 頭

頬などのお]I周 作効寒 蚊  ダ ニ ト コジラミなとの病原

菌伝播畳虫もをまれる

IR4フ ロシェクトの75%を しめる主要ブロシェクトで

ある

11効のタ レージ化を行しヽ 少叡の代表作胸のデータから

外痛法を使い 他 の多数の作幼へ効率的な資源利用ができ

る 作 効のグルーブ化の国際調和は 国 蝉目易に貢献する

ので国際協碗で新作胸を既存作殉グルーフにお0えることや

新作効勿 レープ設定は好まししヽ

作効切 レー功しの現以は 以 下である

錬線類 :承調 十四X▼ | ベ リーおよび」ヽ実樹類 ,承寵

(2ЭOコ 食 用キフコ鞭 :承認 2"7 脂 防綾手類 ,承認

(2910 か んきつ錬 i承認 (2DⅢ O)実 票類 :承認

(2910  に 察葱 i承記 (2010 核 実臨 1予幅承認

望果 (ツリーすソツ)類 :予臨承調 烈 帯及び亜無帯票実

捧 〔予崎承認 ハ ーフjJよびスパイス類 1置査中

現在 食 用作幼ブロクラムでは1昏リスク模襲を対象こ

11物残圏 喪 効 葉 雪試験 作 勧グルーブ化 M札  作 物

グルーフおよび登録の国際同期1ヒの作業 試 験を実施して

いる 1図 2参 照|

図2 食 用作効畳爆への R-4プ ログラムの実績

朽キ圏去ブログラムでは 棄 効 葉 書81験 侵 入病書虫

の崎悌対策なとである

バイオ震襲および有権嬢業支援ブログラムでは 法 規おJ

関連への支援および斐効試験などを実範する パ イオ醸票

には 微 生殉 生 化学 フ ェ0モ ン 還 伝子組隈え作物を

色む

公衆衝生機蜜剤ブログラムでは 殺 虫 忌 避 志 5剤 の

関発および登録援劇 ア メリカ寧六保護のため日外衡生殺

費剤の畳爆を行う

3 生 駒崎除剤に関する同4の 成果

1976年  R-4は 蟹環 trS蜜および生葛中と収積後に

施 用 した す べ て の 腹 作 物 に 対 して aィ″体

b,切ウコiヵ轟 1的の晴営寝菓基毒免除を中話したのが壊初

である 以 下に成功事例を通べる

1カ オリン lSurround は  フ タホンキツラミ (Pttr

P串Ha)の 崎除にシメトエート ク ロルピリホス タ イン

ストンのft笛として R“ が登録～ ケーシを EPAに 堤

出した 有 鶴載増に重要である

のアスペルギルス フ ラフヽス鶴灯 36は  ト ウモロヨンの

2

アフラトキシン管理にテキウス"‖ ア リツサ仰にてIEPA

の実験使用bf3f司されている

3バ クテリオファーンを使いトマト電枯れ病臼を防厳

(注権 r●h韓 。社)日 3A PRMA登 想済み

41スクロースオクタン酸エステルとツルピトールオクタン

酸は 昆 虫およびミツパすに寄笙ダ=(Var∞ mにo)の

防除用に関発 章 性試験は 経 皮きにと3日例激住のみで評

価されている

5ア ントラ■ノン烏忌避剤の効果残目減額が S"jon“ 8

ラベル支持となリリンデン代畜として ト ウモロコン種子

処樫として開発され ウ イスコンシン川 ミ ン方ン加 ミ

ネツタ州およびテキサス加11ツル  サ ウスタコ,州 (キジ|

ミンシッピー例1(クロウタ鳥)テ ネツー加1(クロウタ鳥)に使

用されている 来 日中南吉1地方ではヒマワリ カ ノーラに

使用さ41て いる  こ れ らは  い け natoぃ』 Cren。

■mndabn Audu厳 加 ∝わo,と の臨力である

0バ イオテクフロシーの力騨での活動

グリフ″セート嗣性のイチJと レタスの11出し モ ンサン

ト傘下のセミこス社と磁力している

4 Rイ の資金と投資収益

R-4の 資金源については 恒 捜分担金が1800万 ド

ル以上であり 内 訳は以下である

農務省交付金

藤務省研究所

盛務省研究所 固 崎鰹省

嬢務省海外lF動

植物様疫

加1優葉鉱醸握

塵喫業界香付金

S121809〕 D

S 48〕 DⅢD33

S  26C839

S  5038〕 D

S  1728〕 D

S   481132

3 11998〕 9

また 閑節盈担金は 少なくともⅢ800る ドルであり

摘額築剤 技 術援助 購 員間績手当 公 共料金 土 地使用

者 そ の他の研究にかかる話費用に充てられる

lRイ の投資収益の評価をミン方ン"1立大学経済分析セ

ンターが行い 6DPと して88臨 0キ 万トルと発表してい

る 内 訳は 以 下である

食周作拘フログラム価  76伯 8千 万 ドル

花キ園芸ブログラム価  11鶴 8千万トル

バイ方穣菜プログラム価   末 評価

公衆簡生ブログラム価

格計 6DP

末評価

B3億 6平 万 ドル

(襲者注 i米国ではこのような高い投顔効率があるとい

う成果をPRす るけ要がある さ もないと夢葉が紐輸でき

ない)

おわりに

EPA方 針は マ イサー使用をサポートすることであり

マイす一使用尊任チームを設置峡 震家へP目戸を解破呟 |

R-4と 強い協力関係がある ま た PR A7残 目基準設定

手数F4の免際に法的に選助している

親塔穣事さ基章時に崎鯨資源使用を保障されるためにも

R-4と しては載増穣家かとんな痛督虫で困つているか忌

健のない意見を届けてほしい



広 食 性 i増 天 敵 オ オ メ カ メ ム ン の 生 線 と 本 種 を 用 い た 施 設 野 章 類 の 書 虫 崎 臨

六 井 日  寛

千 葉 県験 林 陥台 研 究 セ ンタ ー

長の安全 安 はや環境保全に対する社会の関bが 高

まるなか 天 敵昆虫等を商品化した生物腹築が注目さ

れている。従来、生物農薬は外来種を用いたものが主

体であったが 有 力な在采天敵を商品化し、これを利

用する動きも活発化している 千 葉県では 広 震性の

橋食者であり、国内の広い地域の懐業生憲系てみられ

るオオメカメムシ 6栄▼oそ レ宮れ0(Uhio,に 善目し

他機関とともに生懸鮮明こ本種を用いた雷虫崎除技術

の開発を行つてきた(大井臼 2090六 井国 2011)

本研究では 両 種の生懸解明や六工増殖法の確立 増

殖個体を用しヽた言虫防鯨法の開発などが行われ、その

結果を踏まえて現在 (株)アグリ総研がオオメカメム

ンの震葵壼嬢を申騎中である。

1 オ オメカメムシの生慮

成虫 く写真)は体長43～ 53mm 体 色は光沢のあ

る黒色で 頭 部と脚は黄色い。本IEは関東tu方でよ年

1世代 (一部 2世 代)を 経過してこに5～ 11月 頃に

野外の植物上で活動し 成 虫で越冬する (務川ら

2006)野 外ではクズやシツ、イチヨなど多くの植物

上に生思し 多 様な盟種を構資しながら (務川ら

2336 後 藤 2∞ 6)案 雲など植物体表面の宅章が

密に生えた部分に好んで産卵する(大井臼ら 2Ck 8)

また ス ジヨナマダラメイガの卵を類とした慕代飼育

法が確立されている (大井日ら 20C8)。

就暗のイチユ スイカおよびピーマツて高い密虫崎昧

効果が得られることも明らかとなっている て大井日

上還野 2∞ 7 大 井田ら 2007)さ らに イ チゴな

との生産現魅で度用賑度が高い殺虫剤および殺菌剤の
一部に関し、オオメカメムシの発畜や生存に及|ます彰

響が調査され(深尾 大井日 2010佐 藤ら 20打2)、

各果剤と本種の併用の可否が明らかとなつた (表打)

この他 本種の捕食能力(図H、大井日 上遠野 2011)

や発膏特性なども漉査されている。
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写真 ■ ュウリの花上でヒうメハナアサミウやの
成室を摘浅しているオオメカメ△ンの成自

さらに ハ ダニ30雷値物の匂↓‖こ対して本種が反応

すること (下日ら 2伍泊)イ チヨなどの植物への高

い定書性 (斉藤ら 2095)植 物の蜜や花粉の摂取に

よる幼虫の生存期間延長効果 く下日ら 2C ID8)などが

解明されたほか 贈 殖した本種幼虫の放飼により施設

,こA々  ヽ力 fイ o   つ タ   チ ■,フD汀 を】夕【ヨ"
酸 ヨ   ,★ ズ   ア プ弘 ン    ロ      製

セ的 IH  樋 成ヨ

国1 昏 =奎 に対ISを イメカメなツ5,均 ヨリをえflA■
ク,″ 的 =8■ 醸 る エ

2 オ オメカメムシによる施捜野菜類き虫の時盛

オオメカメムシについては 固 揚での害虫崎藤効栗

試験を行い 前 述のように複数の品目で複数種の言虫

に対する時除効果4J E認された こ こでは イ チゴの

ナミハダニに対する試験事例を紹介する

連棟ガラス温曇の 2重 を用い オ オメカメムシ放銅

区および無処理区を設けた 2的 2年 11月 14日 に



イチゴを定値し ナミハダニの自然発生を確認した後

オオメカメムシ取飼区には 2003年 1月 31日  2

月7日 および 25日 の 3回 プラスチックポトルに入

れたオオメカメムンの3齢 幼虫を19体のアヽ―ミキュラ

イトとともに株上に般25した 破 飼密度は各回 2頑 /

株とした。指定した様の全業についてチミハダこの鵬

成虫数を調査するとともに オ オメカメムシの株全体

における個体激 生 息剖位 発 膏ステージをあわせて

告3録した。

4

れるなど 甚大な積書が生じた。4月 1日 の調査では、

無処理区で体の状態の悪1しによるナミハダニ密度の低

下が認められたF_め 同 区でのそれ以降の調査を打う

切つた。一方 オ オメカメムシ放飼区では 3月 下旬

まですミハダニの奇生密度が約 60頭 /株 に抑えられ

討駁終了時ttrで日立つた械書は生じなかつた オ オメ

カメムシは 放飼開始から約50日 後の3月 下旬まで

1頭 /株 以上の留度で推移した。それ以降 宙 度は低

下したが 調 査期間を通じて常に植効上 培 に花とフヽ

ダニの寄生部位である案において高い81台で観霊され

た く図3)。 4月 末によ成虫もみられた

表2 3品 日でオオメカメムシ放鋼による崎臨効

案が確密てきた対類を0植
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図 2  摘 捜護 イテヨにおけるナミ′ヽ夕=お よびカオメ

カメムンの口虜確務
を1)‐ 回はオオメカメなシ伽 的をあ王
2)口 喜携の■軍■■円■■■口広“=孫首たり宮盟`し● (宮IFt"採
のT均  工 3-′モーは何■日ををネF)
3)ほ ほ壺10●  早 ■■■1白0こ 12月|～ヽ 90● (4月十

両区のナミハダニおよびオオメカメムシ放飼区にお

けるオオメカメムンの密度推移を図 2に 示した。舞処

理区では 試 験開始直後からナミハダニが増加し 3

月 打2日 には 324頭 /株 と高曽度に達するとともに

蒸の表面が白1とし ハ ダニのLL糸で渡われるなど

花

ナミハ'‐ 加醸

ナミハす二末加を軍

雲

クうウン

株元の出寮

と)― は末,コ■,こことZi,

3 葉 周イしの予定

オオメカメムシについてま こ れまでに実施した営

虫防昧効果試験の結果 (長2)に 基ついて 平 成 24

年5月現在 イ チゴ (施設就培)の アザミウマ類に珂

する防除資材としての腰繁登録中請が行われており

まもなく実用1とされる見込みである ま た将来的に

は他の野菜類への適用拡大が見込まれるとともに ハ

ダニ類等の他種吾虫の防併にも適用てきる可能性があ

る。
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平成24年 度総会および構演会のお知らせ

下記のとおり生物的崎除88会平成24年 度総会および第 1回需演会を関催いたします

会員の営様には足ヲトごリカ0くださいますよう、お願い申しあげます

日時  平 成24年 6月 21日 (本) 年 後3晴 ～同5時

掘所  東 京農業大学世田谷キャンパス2昏 は3階  国 際政業開発学科会踏室

出会  年 後3時 ～3晴 30分

酸題 1)平 成23年 度事業報告および室81報よ 鷹査報告

密平成 24年 度事業lt回奏および予算察

購演会 午 後 3時 30分 ～同 5時

演臨  「天結軸を利用した病きR6麟のコ鶴性について～エリシターや乳酸菌を例

として」

梅村賢じ氏  (陥 研島 iほ ファルマ鶴 生 舶研究所)

シイタケ抽出範や凱蜜ほによる抵抗性憲導に基づくウイルスや糸状菌に

よる病言防RR法について、EEFの 研究成果を発表します。

なお 購 演曇終了後 演 音を国んでの想親会 (会買 1600円 )を 予定しています

ぜひご参加ください。

発行 東 京政業大学鶴台研究所研舞会

生物的崎ほ割含 (代表 桝 井昭夫)

予Ⅲ弱 B12 東 京都世田谷区開 -lⅢ
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